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９月からポリオワクチンの接種方法が変わりました
　これまでポリオ予防接種のワクチンは生ワクチンでの経口接種でしたが、予防接種実施規則の改正により、
不活化ワクチンでの皮下注射による接種に変わりました。
　これに伴い、市町村での集団接種から高知県内の契約医療機関での個別接種となりました。
　対象の方には８月に個別通知を送付しています。
（なお、追加接種は現時点では定期の予防接種に含まれていないため予診票は送付していません。定期予
防接種になり次第、予診票などを送付する予定です。）

＊接種方法が変わったことから、健診スケジュールなどに掲載している１０月、１１月の生ポリオの集団接種は
実施しませんのでご注意ください。

◇接種開始時期　９月１日～
　
◇接種可能年齢　生後３か月～９０か月（７歳６か月）に至るまでの間
　
◇接種回数・接種間隔

生ポリオワクチンを
まだ受けていない

生ポリオワクチンを
１回接種済み

生ポリオワクチンを
２回接種済み

＊初回接種は生後３か月～１２
か月の間に接種することが
望ましいです。

２０日～５６日おいて

２０日～５６日おいて２０日～５６日おいて２０日～５６日おいて

６か月以上おいて

＊追加接種は３回接種後、最
低６か月以上、標準的には
１年～１年６か月の期間を
おいて接種することが望ま
しいです。

生ポリオ接種後２７日以上あけて生ポリオ接種後２７日以上あけて生ポリオ接種後２７日以上あけて

不活化ポリオワクチンを
合計４回受けてください

初回接種３回と
追加接種１回の
合計４回の接種が必要

不活化ポリオワクチンを
合計３回受けてください

不活化ポリオワクチンの
接種の必要はありません

初回接種２回と
追加接種１回の
合計３回の接種が必要

不活化ポリオワクチン接種

不活化ポリオワクチン接種

不活化ポリオワクチン接種

不活化ポリオワクチン接種

初回１回目

追加１回目

初回２回目

初回１回目初回２回目

初回３回目

追加１回目
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